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【研究の目的】 

輸血検査は試験管内で血漿または試薬と赤血球を混ぜ合わせ，1,000G，3,000～3,400rpm

で試験管を遠心後し，凝集像を観察して判定します．現行では久保田製作所製の遠心機の

KA2200 が主流機種ですが，この度モーターの改良などを加え，回転数の安定性と静音性が

向上した判定用遠心機が開発されました．本研究では患者様の残余検体を用いて現行と新

規開発機種の性能比較試験を行い，輸血検査結果への影響を調査します． 

 

【研究対象及び方法】 

この研究は，東邦大学医療センター大森病院倫理委員会の承認を得て実施するものです． 

対象者：2023 年 7 月～2024 年 3 月までに当院外来受診もしくは入院診療された患者様で，

臨床検査（輸血検査）を受けられた方が対象となります．  

方法：現行と新型の遠心機を用いて輸血検査を実施し，判定結果の比較検討をします． 

 

【研究に用いられる試料】 

通常診療の一環として提出された検体の残余分を使用します．本研究により採取量が増え

ることもなく新たな侵襲は加わりません． 

 

【個人情報について】 

 研究に利用する情報は、個人を識別可能な氏名，生年月日，住所、カルテ，ID 番号は収

集する個人情報からは削除して管理します．また，今回の研究で得られた成果を医学的な専

門学会や専門雑誌等で報告することがありますが，個人を特定できるような情報を利用す

ることはありません． 

 

 本研究に関してご質問のある方，残余検体を研究に利用することを承諾されない方は，下

記までご連絡下さい．その場合でも，患者様に不利益になることはありません． 

 

【連絡先及び担当者】                           東邦大学医療センター大森病院輸血部 

職位・氏名 副技師長・遊佐貴司 

電話 03-3762-4151 内線 3521 


